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ごみ収集が休みになる地域
地区名 対　象　地域

十日町、川治

六箇、吉田

津池、菅沼、大池、赤倉、椌木、長里、

落之水、船坂、塩ノ又、中手、中平

中　条

嘉勝、池谷、蕨平、東枯木又、西枯木

又、三ッ山、上田原、宇田ケ沢、山新

田、中条菅沼、小貰

下　　条
仙之山、平、漉野、慶地、二子、願入、

塩野

水　　沢
池ノ尻、漆島、池沢、野中、鍬柄沢、

当間、大石、南雲、中在家、珠川

降雪・道路状況により、収集車が通行でき、かつ収

集車1台分くらいの量になるときは、衛生組合長

さんを通じて衛生施設組合までご連絡ください。

収集日が変更になる地域

対象地域
燃えるゴミ 燃えないゴミ

夏期 冬期 夏期 冬期

名　ケ　山

鉢（バス回転場まで）
水・土 水・土 月

第3

月

　　　　　　　　　52－3924■問い合わせ　衛生施設組合盈
　　　　　　　　　57－1751

　
今
冬
の
ゴ
ミ
収
集
も
一
部
の

地
域
を
除
い
て
、
夏
期
の
収
集

計
画
ど
お
り
に
行
い
ま
す
。
（
収

集
日
が
変
更
に
な
る
地
域
、
収

集
が
休
み
に
な
る
地
域
は
左
表

の
と
お
り
で
す
）

　
冬
期
間
は
、
降
雪
の
状
況
に

よ
っ
て
一
時
的
に
収
集
が
不
可

能
に
な
る
場
合
も
あ
り
、
ご
不

便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
降
雪
な
ど
で
、
ゴ
ミ
収
集
車

が
通
行
不
可
能
に
な
っ
た
町
内

は
道
路
状
況
を
判
断
し
て
、
収

集
が
可
能
に
な
る
ま
で
家
庭
で

保
管
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

▼
車
両
の
運
行
が
で
き
な
く
な

る
町
内
は
従
来
ど
お
り
、
持
ち

出
し
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
設
け
、

衛
生
組
合
長
を
通
じ
て
、
衛
生

施
設
組
合
（
盈
5
2
1
3
9
2
4
）

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
粗
大
ゴ
ミ
（
テ
レ
ビ
・
冷
蔵

庫
・
洗
濯
機
な
ど
）
は
、
冬
期

間
収
集
し
ま
せ
ん
。

▼
事
業
系
の
燃
え
な
い
ゴ
ミ
は
、

各
自
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

（
保
管
場
所
の
な
い
人
は
、
高

城
沢
で
有
料
保
管
し
ま
す
）

▼
霧
谷
埋
立
地
は
降
雪
が
あ
り

し
だ
い
閉
鎖
し
ま
す
。
（
閉
鎖
の

案
内
は
進
入
路
入
口
に
表
示
）

燃
え
な
い
ゴ
ミ
の
持
ち
込
み
は
、

高
城
沢
と
な
り
ま
す
。
午
前
八

時
三
十
分
～
午
後
四
時
三
十
分

（
日
曜
・
祝
祭
日
は
除
く
）

▼
通
常
の
場
合
は
、
収
集
車
の

投
入
口
が
限
ら
れ
て
い
る
た
め
、

冷
蔵
庫
な
ど
高
さ
が
一
・
六
屑

以
下
し
か
積
み
込
む
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。
そ
れ
以
外
は
購
入

店
に
引
き
取
っ
て
い
た
だ
く
か
、

ゴ
ミ
収
集
許
可
業
者
へ
依
頼
し

処
理
し
て
く
だ
さ
い
。

床
始
ゴ
ミ

年
年
収
集

　
年
末
μ
1
2
月
2
9
日
ω
ま
で

収
集
を
し
ま
す
。

　
年
始
”
1
月
4
日
㈹
か
ら

収
集
を
始
め
ま
す
。

町内負担を

引き下げました
　　市では、雪に強いまちづくりを目指して、流雪

溝整備、消雪パイプ布設、克雪住宅の普及などに力を入

れています。そして、今冬から市民の皆さんの除雪費用

負担を軽減するため、市の負担を引き上げて町内負担を

次のとおり引き下げました。

　　　　〈町内負担の割合〉
》町内委託除雪（除雪作業費に対しての委託料）

　　＜改正前＞　　　　　　　　　＜改正後＞

　　平場　4割一一⇒平場　3割
　　山間地　3割　一一⇒　山間地　2割
〉認定外道路除雪（除雪作業費に対しての補助金）

　　〈改正前＞　　　　　　　　　＜改正後＞

　　　6割　 一一⇒　 4割

＊除雪にご協力ください＊

冬
の

「
ゴ
ミ
収
集
』

に
こ
協
力
を

■除雪中は機械に近寄らない　　除雪作業中は危険です

ので、機械には近寄らないでください。また、必ず誘

導員の指示に従ってください。

■「無断駐車」禁止一除雪作業の支障となりますので、

除雪道路は駐車禁止です。

■屋根雪は責任を持って一屋根雪を道路に投げ捨てる

ことは禁止されています。やむを得ず捨てた時はすぐ

に片づけてください。

■大切なものには目印を

する　　除雪時に誤っ

て破損しないために、

消火栓や塀など、雪に

埋もれる大切なものに

は、ハッキリと目印を

してください。



ほ

撚
糸
製
造
の
技
能
で
知
事
表
彰

大島又治さん
（新座2・65歳）

　
十
一
月
二
日
㈲
、
卓
越
し
た

技
能
者
の
知
事
表
彰
式
が
県
庁

で
行
わ
れ
、
大
島
さ
ん
は
強
撚

糸
製
造
に
卓
越
し
、
業
界
発
展

に
貢
献
し
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
、

知
事
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
大
島
さ
ん
は
、
十
五
歳
で
撚

糸
製
造
に
携
わ
っ
て
今
年
で
五

　
　
十
年
。
昭
和
三
十
年
に
山

　
　
伴
撚
糸
を
設
立
し
、
以
来

　
　
撚
糸
組
合
の
理
事
長
な
ど

　
　
の
要
職
に
就
き
な
が
ら
、

　
　
強
撚
糸
製
造
技
術
の
公
開

　
　
や
技
能
者
の
育
成
に
努
め

　
　
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　
「
着
物
の
ふ
う
あ
い
や
味
を

い
か
に
出
す
か
、
撚
糸
の
段
階

が
大
事
で
神
経
を
使
い
ま
す
」

と
穏
や
か
に
話
す
大
島
さ
ん
。

撚
糸
業
を
営
む
人
も
少
な
く
な

り
ま
し
た
が
、
今
も
な
お
奥
さ

ん
と
二
人
で
伝
統
の
撚
糸
業
を

懸
命
に
守
り
続
け
て
い
ま
す
。

新潟地方裁判所所長表彰

　
十
月
三
十
日
㈹
、

村
上
市
で
新
潟
地
方

裁
料
所
所
長
表
彰
式

が
行
わ
れ
、
席
上
岡

田
さ
ん
は
民
事
調
停

委
員
と
し
て
、
事
件

の
円
満
解
決
に
尽
力

さ
れ
た
こ
と
が
認
め

ら
れ
表
彰
を
受
け
ら

れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
「
調
停
は
勝
っ
た

　
ん

　
さ
劇
負
け
た
の
制
度
で
な

郎
6
8
く
、
両
者
が
笑
顔
で

鵜
信
島
事
件
の
解
決
を
図
る
、

田
蜂
そ
の
橋
渡
し
役
な
ん

　
岡
（
で
す
」
と
も
の
静
か

　
　
　
　
に
語
る
岡
田
さ
ん
。

　
昭
和
五
十
七
年
春
以
来
、
民

事
二
十
三
件
、
家
事
二
十
四
件

の
事
件
を
取
り
扱
い
、
紛
争
解

決
に
当
た
っ
て
は
常
に
事
前
準

備
を
行
い
、
条
理
を
尽
く
し
実

情
に
即
し
た
解
決
に
心
が
け
ら

れ
て
き
ま
し
た
。
温
厚
篤
実
な

岡
田
さ
ん
は
、
五
月
か
ら
地
区

協
会
の
理
事
と
し
て
、
協
会
発

展
に
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

青
少
年
健
全
育
成
で
知
事
表
彰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
。
毎
日
が
勉
強
で
す
」

　
　
　
　
　
　
　
　
讐

　
十
一
月
八
日
㈲
、
平
成
二
年

度
青
少
年
健
全
育
成
県
民
大
会

が
糸
魚
川
市
民
会
館
で
開
か
れ
、

席
上
石
田
さ
ん
は
青
少
年
健
全

育
成
功
労
者
と
し
て
県
知
事
表

彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
「
子
ど
も
を
温
か
く
包
ん
で

や
る
気
持
ち
と
非
行
の
原
因
を

追
求
す
る
姿
勢
が
大
切
な
ん
で

石田喜一さん
（昭和町1・61歳）

　
　
と
熱
っ
ぽ
く
語
る
石
田
さ

　
　
ん
。
町
内
子
供
会
の
設
立

　
　
や
小
・
中
・
高
校
の
P
T

　
　
A
役
員
と
な
り
、
喜
貝
し

　
　
て
生
活
指
導
・
校
外
指
導

　
　
を
担
当
し
各
要
職
を
全
う

さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
昭
和
五
十
七
年
補
導

委
員
制
度
が
発
足
し
て
以
来
、

三
十
名
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
組

織
強
化
や
街
頭
補
導
・
環
境
浄

化
に
、
抜
群
の
企
画
力
と
実
践

力
で
大
き
な
成
果
を
あ
げ
ら
れ

ま
し
た
。
今
も
な
お
健
全
育
成

を
願
い
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

十日町小唄・大太鼓が都心をパレード

　
十
一
月
十
七
日
ω

天
皇
陛
下
の
即
位
を

祝
う
「
奉
祝
中
央
大

パ
レ
ー
ド
」
が
都
心

で
行
わ
れ
、
第
一
部

の
「
全
国
日
本
の
祭

り
パ
レ
ー
ド
」
に
十

日
町
小
唄
と
大
太
鼓

の
共
演
で
参
加
し
ま

し
た
。

　
名
誉
あ
る
パ
レ
ー

ド
に
参
加
し
た
の
は
、

雪
花
会
、
十
日
町
小

郷
土
芸
能
ク
ラ
ブ
、

花
柳
花
春
会
、
舞
踊

協
会
、
民
謡
協
会
、

服
装
学
院
の
一
行
百

三
十
八
人
。
上
野
広

小
路
か
ら
新
橋
（
踊
り
は
万
世

橋
）
ま
で
の
二
・
五
キ
。
㌶
を
約

一
時
間
半
に
わ
た
り
、
踊
り
と

唄
と
太
鼓
で
十
日
町
を
P
R
し

ま
し
た
。
太
鼓
の
音
が
ビ
ル
の

谷
間
に
こ
だ
ま
し
、
あ
で
や
か

な
和
服
姿
が
沿
道
か
ら
盛
ん
な

拍
手
を
浴
び
ま
し
た
。

鐵

馨暴

縷

十日町をPRしたパレード隊

吉
田
北
部
地
区

県
営
農
免
道
路
が
完
成

　
十
一
月
八
日
㈲
、
吉
田
北
部

（
稲
葉
・
山
谷
・
小
泉
）
地
区

で
進
め
ら
れ
て
い
た
県
営
農
免

農
道
整
備
事
業
が
完
成
し
、
高

鳥
代
議
士
、
須
藤
県
議
や
県
・

市
・
地
元
関
係
者
ら
七
十
名
が

出
席
し
て
、
開
通
式
が
山
谷
地

内
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

』勇哉を祝っそ通り初めをする関係者

　
こ
の
道
路
は
、
小
泉
地
内
の

国
道
二
五
三
号
線
と
市
道
稲
葉

高
城
沢
線
を
結
ぶ
全
長
干
九
百

五
眉
、
幅
員
七
層
。
昭
和
六
十

年
秋
か
ら
工
事
が
進
め
ら
れ
、

総
事
業
費
三
億
六
千
四
百
七
十

万
円
で
、
一
部
消
雪
施
設
工
事

を
残
し
て
完
成
し
ま
し
た
。

　
こ
の
道
路
の
完
成
に
よ
り
、

地
区
内
の
農
家
百
八
十
八
戸
と

面
積
で
百
六
十
二
診
が
、
農
業

経
営
の
効
率
化
と
機
能
の
拡
大

が
図
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
こ
の

ほ
か
川
西
バ
イ
パ
ス
に
通
じ
る

重
要
路
線
と
な
り
ま
す
。

　
全
面
開
通
は
消
雪
施
設
工
事

を
残
し
て
い
る
た
め
、
来
春
の

予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
大
島
昭
三
市
議
　
急
逝

　
十
日
町
市
議
会
社
会
経
済
常
任
委
員
長
の
大
島
昭
三
氏
は
、
十
一

月
十
一
日
急
性
心
不
全
の
た
め
急
逝
さ
れ
ま
し
た
。
六
十
二
歳
。
氏

は
、
昭
和
三
十
年
三
月
市
制
施
行
後
間
も
な
い
第
一
回
市
議
会
議
員

選
挙
に
お
い
て
二
十
七
歳
で
初
当
選

以
来
八
期
三
十
一
年
に
わ
た
り
、
各

種
委
員
長
や
副
議
長
を
歴
任
し
、
市

政
伸
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
こ
に
、
生
前
の
ご
活
躍
を
し
の

び
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。
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十日町市の圏巨1囹図をお知らせします

　地方公務員の給与・退職手当等については、国や県・他市町村をはじ

め地域の民間事業所などと、均衡を図るように定められています。そこ

で、市民の皆さんのご理解をいただくために国’と比較しながら、次のと

おり市職員給与をお知らせします。

囮平成元年度人件費の状況（普通会計決算）
住昆基ボ糞帳人ロ

　　（2．3．31）
歳出額（A） 実質収支 人件費（B） 人件費率

（B／A〉

（参考）

63年度の人件黄率

　　　　　人
46，619 130億

3，827万円

3億

0，075万円

24億
5，587万円

　　　％
18．8

　　　　％
18．5

（注）人件費には、特別職に支給される給料、報酬等を含みます。

回平成2年度職員給与費の状況（普通会計予算）

職員数

（A）

給　　　　　　　与　　　　　　　寅 1人当たり給

与費（B／A）給　　料 職員手当 期末・勤勉手当 計（B）

　　人
375

ll億7，163万

　　1，000円

1億8，466万

　2，000円

5億i，342万

　3，000円

18億6，971万

　6、000円
498万
5，900円

（注〉1．職員手当には退職手当を含みません。

　　2．給与費は当初予算に計上された額です。

団職員の平均給料月額およぴ平均年齢の状況

区　分
一　般　行　政　職 技　能　労　務　職

平均給料月額 平均年齢 平均給料月額 平均年齢

十目町市 　　　円259，900 40．6　歳 238、500　　円 51。0　歳

国 253、950　　円 39．2　歳 235，904　　円 48．0歳

團職員の初任給の状況

区　　　　分
モ　　日　　町　　市 国

決定初任給 採用2年経過日給料額 初　任　給 採馬2年経過日給料額

一　般

行政職

大学卒 126，300円 139，000　円 　　　円126，300 139，000

高校卒 106，600円 II3，500　円 106，600円 H3，500

日職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況

区　　　　分 経験牟数7年以上田年未満 経験年数10年以上15宰朱満 経験年数15卑以上20年未満

一般行政職
大学卒 187、200　円 　　　　　　円213，400 　　　　　　　円265，200

高校卒 　　　　　　円150，600 　　　　　　円
181，500 　　　　　　　円225，100

技能労務職 高校卒 該当者なし

（注）　　経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務している場合は、採用後

　　　　の年数をいいます。

　　2．空欄は、該当職員数が3人以下のため掲載しません。

囹一般行政職の級別職員数の状況
区　分 標準的な職務内容 職員数（人） 構成比〈％〉

8級 部　　　　　長 13　人 3．5　％

7級 課　長・参　事 20　人 5．5　％

6級 課　長　補　佐 34　人 9．3　％

5級 係　長・副参事 70　人 19．2　％

4級 主　　　　　査 62　人 17．0　％

3級 主事・技師・主査 Il9　人 32．6　％

2級 主　事・技　師 35　人 9．6　％

1級 主事補・技師補 陰　人 3．3　％

計 365　人 100．0　％

（注〉1．十日町市の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。

　　2．標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です。

　　3．職員数は特殊な職種および技能労務職を除いたものです。

回昇給期間短縮の状況（普通会計）

区　　　　分 合　　計 一般行政職 技能労務職

元
年
度

職員数　（A〉 　　　　人375 308　　・人 　　　人67

普通昇給期問（12～24月）を短縮して昇給した職員数（B） 　　　人57 47　　人 io　　　人

比率（B／A） 15．2　　％ 15．3　　％ 14．9　　％

圖職員手当の状況

区分 十　日町市 国

（2年度支給割合） （2年度支給割合）

期勤 期末手当　勤勉手当 期末手当　勤勉手当

末勉 6月期　　1．5月分　　0．6月分 6月期　　1．5月分　　0．6月分

手手 12月期　　1．9月分　　0．6月分 i2月期　　1．9月分　　0．6月分

当当 3月期　　0．5月分　　一 3月期　　0．5月分　　一

計　　　3．9月分　　1．2月分 計　　　3．9月分　　　1．2月分

（支給率）　　自己都合　勧奨・定年 （支給率）　　自己都合　勧奨・定年

勤続20年　21．0　月分　28。875月分 勤続20年　21．0　月分　28．875月分

勤続25年　33．75月分　44．55月分 勤続25年　33．75月分　44．55月分
退

勤続35年　47．5　月分　62．7　月分 勤続35年　47．5　月分　62．7　月分

職
最高限度額　60．0　月分　62．7　月分 最高限度額　60．0　月分　62．7　月分

手

元　年　度
　　　　　568万　　　1，571万1人当たり
平均支給額　　7，000円　　3，000円

当
その他の　定年前早期退職特例措置 その他の　定年前早期退職特例措置
加算措置　　　（2％～20％加算） 加算措置　　　（2％～20％加算）

退　職　時　i～2号
特別昇給　特別の勧奨退職者1号

退　職　時　20年以上勤続者1号俸

特別昇給

（注）退職手当の1人当たり平均支給額は、前年度に退職した全職種に係る職員

　　に支給された平均額です。

区　　分 内　　　　　　　　　　　　　　容 国の制度
と比較

配偶者…　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i6，000円

配偶者以外の扶養親族のうち2人…　　　　　　・各4，500円

扶養手当 ただし、配偶者のない職員の場合には、 同　　じ

扶養親族のうち1人は…　　　　　　10，500円

その他の扶養親族1人につき…　　　　　　　　　　1，000円

〈借家＞月額l　I，000円を超える家賃を支払っている職員に対し負

担している家賃の額に応じて最高劃、000円（家賃の額が

住居手当 20，500円以上の場合）まで支給。 同　　じ

〈持家＞1，000円

ただし、住宅を新築購入した場合5年問は2，500円

〈交通機関利用者〉負担している運賃の額に応じて最高35、000円

まで支給。

通勤手当 〈交通用具使用者＞片道の使用距離に応じ、2，000円（2km以上5 同　　じ

km未満）から最高14，600円（片道30km以上）

まで支給。

特殊勤務

手　　当

（元年度）

区　　　　　　　　　　分 全　　職　　種

職員全体に占める手当支給職員の割合 38．4％

支給対象職員1人当たり平均支給年額 24，700円

手　　当　　の　　種　　類（手当数） 15

代　表　的　な　手　当　の　名　称
税務手当、保育手当、社会

福祉手当、用地交渉手当

時間外

勤務手当

63　年　度
支　　　給　　　総　　　額 7，210万4，000円

職員1人当たり支給年額 187、300円

元　年　度
支　　　給　　　総　　　額 9，954万4，000円

職員1人当たり支給年額 265，500円

回特別職の給料等の状況（平成2年4月1日改定）
区 分 給料　等　月　額 期末手当

給 市　　　長 735、000円

助　　　役 574，000円 （2年度支給割合）

料 収　入　役 522，000円 6月期　　1．5月分

12月期　　1．9月分

報 議　　　長 325、000円 3月期　0．5月分

副　議　長 265，000円 計　　3．9月分
酬 議　　　員 245，000円

3　 とおガ♂し3平成2年11月25日



川

市
の
総
人
ロ
は
四
六
、
二
七
九
人

　
　
男
ニ
ニ
、
六
六
五
人
女
二
三
、
六
一
四
人

平
成
二
年
国
勢
調
査
結
果
（
概
数
）

　
十
月
一
日
現
在
で
行
わ
れ
た

平
成
二
年
国
勢
調
査
は
、
市
民

の
皆
さ
ん
と
二
五
六
人
の
調
査

員
の
ご
協
力
に
よ
り
終
了
し
ま

し
た
。

　
調
査
結
果
は
、
十
二
月
に
総

務
庁
か
ら
全
国
・
都
道
府
県
お

よ
び
市
区
町
村
ご
と
の
人
口
が

公
表
さ
れ
、
そ
の
後
順
次
詳
細

な
集
計
結
果
が
公
表
さ
れ
る
予

定
で
す
。

　
十
日
町
市
で
取
り
ま
と
め
た

人
口
お
よ
び
世
帯
数
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

人

口

　
総
人
口
は
、
四
六
、
二
七
九

人
（
男
二
二
、
六
六
五
人
、
女

二
三
、
六
一
四
人
）
と
な
り
ま

地区名 総　数 男 女 世帯数

合計
平成2年 46，279 22，665 23，614 12，506

昭和60年 48，005 23，518 24，487 12，482

増減率 △3．60 △3．63 △3．57 0．19

十日町
平成2年 11，214 5，400 5，814 3，426

昭和60年 11，946 5，728 6，218 3，490

増減率 △6．13 △5．73 △6．50 △1．83

中　条
平成2年 10，742 5，314 5，428 2，785

昭和60年 11，126 5，508 5，618 2，786

増減率 △3．45 △3．52 △3．38 △0．04

川　治
平成2年 8，990 4，398 4，592 2，598

昭和60年 8，964 4，370 4，594 2，468

増減率 0．29 0．64 △0．04 5．27

六箇
平成2年 864 419 445 197
昭和60年 942 474 468 203

増減率 △8．28 △11．60 △4．91 △2．96

吉　田
平成2年 3，489 1，753 1，736 857
昭和60年 3，740 1，883 1，857 881

増減率 △6．71 △6．90 △6．52 △2．72

下条
平成2年 4，212 2，078 2，134 1，003

昭和60年 4，292 2，158 2，134 1，007

増減率 △1．86 △3．71 0．00 △0．40

水　沢
平成2年 6，768 3，303 3，465 1，640

昭和60年 6，995 3，397 3，598 1，647

増減率 △3．25 △2．77 △3．70 △0．43

《
地
区
別
人
ロ
と
世
帯
数
》

し
た
。
前
回
調
査
（
昭
和
六
十

年
）
か
ら
一
、
七
二
六
人
、
率

に
し
て
三
・
六
％
の
減
少
と
な

り
、
五
年
間
毎
日
一
人
ず
つ
減

り
続
け
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
地
区
別
に
み
る
と
、
ほ
と
ん

ど
の
地
区
で
減
少
し
て
い
ま
す

が
、
六
箇
地
区
、
吉
田
地
区
、

十
日
町
地
区
の
減
少
率
が
高
い

こ
と
が
注
目
さ
れ
ま
す
。

　
し
か
し
、
全
体
で
減
少
傾
向

に
あ
る
な
か
、
川
治
地
区
に
お

い
て
は
、
市
営
住
宅
や
ア
パ
ー

ト
な
ど
が
増
え
た
こ
と
に
よ
り
、

人
口
（
○
・
二
九
％
増
）
・
世

帯
数
（
五
・
二
七
％
増
）
と
も

増
加
と
な
り
ま
し
た
。

世
帯
数

　
二
十
四
世
帯
、
○
・
一
九
％

の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　
人
口
が
減
少
し
、
世
帯
数
が

増
加
と
な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ

は
、
一
家
の
中
で
若
者
を
中
心

と
し
た
一
部
転
出
が
多
か
っ
た

の
に
加
え
、
核
家
族
化
が
進
ん

で
い
る
こ
と
が
主
な
要
因
と
考

・
え
ら
れ
ま
す
。

　
一
世
帯
当
た
り
人
口
は
、
昭

和
五
十
五
年
は
三
・
九
六
人
、

昭
和
六
十
年
は
三
・
八
五
人
、

今
回
が
三
・
七
〇
人
と
、
年
々

減
少
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
　
※
　
　
　
　
※
　
　
　
　
※

　
平
成
二
年
国
勢
調
査
人
口
お

よ
び
世
帯
数
は
概
数
で
あ
り
、

後
日
総
務
庁
統
計
局
か
ら
公
表

さ
れ
る
確
定
数
と
は
異
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　
市
で
募
集
し
た
国
勢
調
査
予

想
人
口
の
応
募
数
は
三
十
九
通

で
し
た
。
次
の
方
々
が
当
選
と

な
り
、
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

一
位
　
児
玉
幸
夫
（
稲
葉
）

　
　
　
　
　
四
六
、
二
七
二
人

二
位
　
田
村
勝
二
（
下
町
）

　
　
　
　
　
四
六
、
二
九
五
人

〃
　
　
長
谷
川
雄
也
（
田
川
町
三
）

　
　
　
　
　
四
六
、
二
九
五
人

〃
　
中
町
　
茂
（
貝
ノ
川
）

　
　
　
　
　
四
六
、
二
九
五
人

三
位
　
松
村
延
男
（
高
田
町
一
）

　
　
　
　
　
四
六
、
三
〇
一
人

〃
　
樋
口
都
由
弥
（
中
町
）

　
　
　
　
　
四
六
、
三
〇
八
人

　
　
國
　
　
國

上
半
期
事
業

　
　
報
告
書
を
作
成

　
四
月
発
足
以
来
、
半
年
を
経

過
し
ま
し
た
。
こ
の
間
の
事
業

実
施
内
容
・
経
過
・
予
算
の
中

間
状
況
等
を
取
り
ま
と
め
た
も

の
で
す
。
八
十
名
の
運
営
委
員

ほ
か
関
係
者
に
配
布
し
た
と
こ

ろ
で
す
。
会
の
内
容
を
知
り
た

い
方
に
は
差
し
上
げ
ま
す
の
で

希
望
者
は
事
務
局
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

　
四
月
の
会
報
・
創
刊
号
の
発

行
、
五
月
の
発
会
式
を
は
じ
め

と
に
か
く
駆
け
足
で
動
い
た
感

じ
が
す
る
会
で
す
が
、
行
っ
て

き
た
事
業
を
み
る
と
事
業
そ
れ

ぞ
れ
に
、
少
な
か
ら
ず
の
成
果
・

効
果
が
あ
っ
た
と
判
断
で
き
ま

す
。
水
墨
画
個
展
・
キ
ャ
リ
ヤ

コ
や
モ
ン
テ
ィ
夫
妻
の
音
楽
公

演
事
業
等
の
会
員
の
ネ
ッ
ト
を

活
用
し
た
も
の
。
ま
た
、
市
外

で
の
各
種
P
R
事
業
等
、
着
実

に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
が
進
行
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

東
京
の
保
育
園
へ

　
　
　
　
　
雪
配
達

　
こ
ん
な
事
も
あ
り
ま
し
た
。

市
内
出
身
の
東
京
・
麻
布
の
保

VOL．5

　
　
　
　

晒
局
諾

＋
務
謬

鱒
事
福

大
　
　
（

育
園
の
保
母
さ
ん
か
ら
子
ど
も

た
ち
に
十
日
町
の
事
を
教
え
る

何
か
が
な
い
か
、
と
い
う
相
談

を
受
け
、
思
い
つ
い
た
の
が
『
雪

の
配
達
』
で
し
た
。
塩
ノ
又
の

保
存
雪
と
市
内
の
物
産
（
も
ち
）

を
パ
ッ
ク
に
し
て
送
っ
た
と
こ

ろ
、
大
変
な
喜
び
だ
っ
た
よ
う

で
、
そ
の
風
景
（
写
真
）
と
絵

画
が
届
き
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け

に
交
流
の
輪
が
広
が
っ
て
行
く

も
の
と
期
待
を
大
き
く
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
保
育
園

は
市
内
の
保
育
園
・
保
育
所
と

交
流
を
し
た
い
と
の
話
も
来
て

い
ま
す
。
希
望
す
る
と
こ
ろ
が

あ
っ
た
ら
是
非
ご
連
絡
を
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
嚢
務
趨
移
薪

　
市
役
所
か
ら
ク
ロ
ス
m
4
階

に
移
転
し
ま
し
た
。
　
（
2
月
ま

で
）
費
5

2
1
6
8
9
8

4
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　　　　　　　　　　　は

　　　　　　　　　月

　　　　　　響　　　輩

　
長
谷
川
信
参
議
院
議
員
の
死
去
に
伴
う
、
参
議
院
新
潟
県

選
出
議
員
補
欠
選
挙
は
、
十
一
月
二
十
一
日
に
告
示
さ
れ
、

十
二
月
九
日
に
投
票
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
こ
の
選
挙
で
の
当
選
者
の
任
期
は
、
前
議
員
の
残
任
期
間

と
な
る
た
め
、
平
成
四
年
七
月
五
日
ま
で
で
す
。

投
　
票
　
資
　
格

　
①
十
日
町
市
の
選
挙
人
名
簿

に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
”
十
二

月
九
日
現
在
で
満
二
十
歳
以
上

の
日
本
国
民
で
す
。

　
②
平
成
二
年
八
月
二
十
日
以

前
か
ら
十
日
町
市
に
住
民
登
録

し
て
い
る
人
。
八
月
二
十
一
日

以
降
県
内
か
ら
の
転
入
者
は
、

前
住
所
地
の
市
町
村
で
投
票
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
③
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ

て
い
て
も
、
公
職
選
挙
法
第
十

一
条
に
定
め
る
欠
格
事
項
に
該

当
す
る
人
は
、
投
票
す
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。

　
不
在
者
投
票
は
、
告
示
の
日

か
ら
投
票
日
の
前
日
ま
で
の
毎

日
、
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午

後
五
時
ま
で
選
挙
事
務
室
で
受

け
付
け
て
い
ま
す
。
入
場
券
と

印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

郵
便
に
よ
る
投
票

　
両
下
肢
、
体
幹
な
ど
に
重
度

の
障
害
が
あ
る
人
は
、
自
宅
で

記
入
し
郵
便
で
投
票
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
郵
便
投
票
の
た
め
の
投
票
用

紙
の
請
求
は
、
十
二
月
五
日
ま

で
に
し
て
く
だ
さ
い
。

力
　
投
票
所
に
よ
っ
て
は
午
後

四
時
ま
た
は
五
時
に
閉
鎖
す
る

と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
入
場
券

で
お
確
め
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
　
市
選
挙
管
理

委
員
会
（
盈
5
7
1
3
1
1
1

内
線
珊
・
脳
）
へ
。

　
選
挙
事
務
室
は
、
保
健
セ
ン

タ
ー
一
階
に
あ
り
ま
す
。

点
字
投
票
塒
盈
灘
綿
が
＋
日

懲
榊
難
蝶
置
羅
灘
眼
隅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ど

と
が
で
き
ま
玄
　
㎞
置
讐
髭
鎮

閉

鞭
蠣
鞭
雛
票
翻
腔
鑛
務
方

所
－
蒲
七
時
で
肖
鵡
盈
欝

時
間
は
　
通
常
午
後
六
時
で
す
　
　
　
　
　
　
　
次
の
よ
う
な
地
域

“

、
　
、

市
内
転
居
者
の
投
票

　
選
挙
人
名
簿
お
よ
び
入
場
券

は
、
十
一
月
十
三
日
現
在
で
作

成
し
て
あ
り
ま
す
。
し
た
が
っ

て
、
十
一
月
十
四
日
以
降
の
市

内
転
居
者
は
、
旧
住
所
の
投
票

所
で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

不
在
者
投
票

　
投
票
日
に
や
む
を
得
な
い
事

情
に
よ
り
、
決
め
ら
れ
た
投
票

所
へ
行
け
な
い
人
は
、
不
在
者

投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

＠㊧⑰の＠㊥
第2投票区が変更になります。

　　愛宕幼稚園
　　　　　　→市民会館
■該当町内　本町2・3・4、昭和町3、西寺町、

加賀糸屋町、関園樋園町、駅通ゆ、宮下町東・西、

諏訪町、神明町、学校町1・2美水野町、若宮町、

田中町東・西・奉通ゆ、川原町、田川町1・2・

3、上川町

　第劇投票区が変更になります。

　　　太田島公会堂

　　　　　　　　→　太田島集会所

口該当町内　太田島1・2・3

還
元
と
波
及
効
果
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

⑪
地
域
イ
メ
ー
ジ
の
向
上
と
浸

透　
開
発
区
域
に
と
ど
ま
ら
ず
、

十
日
町
市
全
体
の
イ
メ
ー
ジ
と

知
名
度
を
高
め
る
こ
と
に
な
る

で
し
よ
う
。

⑧
雇
用
と
税
収
の
増
大

　
雇
用
者
数
は
約
千
二
百
人
と

試
算
さ
れ
て
い
ま
す
。

⑭
地
元
へ
の
文
化
・
福
利
的
還

元　
単
に
文
化
的
施
設
が
利
用
で

き
る
と
い
う
こ
と
だ
け
で
な
く
、

リ
ゾ
ー
ト
と
い
う
新
し
い
街
づ

く
り
に
地
元
民
と
し
て
積
極
的

に
参
加
す
る
こ
と
に
よ
り
、
よ

り
大
き
く
期
待
で
き
る
で
し
ょ

・
フ
。

⑳
地
域
経
済
の
活
性
化

　
リ
ゾ
ー
ト
整
備
は
、
こ
れ
ま

で
、
市
外
・
県
外
に
求
め
て
い

た
市
場
が
、
新
た
に
十
日
町
市

内
に
誘
致
さ
れ
る
こ
と
で
す
。

農
産
物
や
織
物
な
ど
地
場
産
品
．

■
に
対
す
る
需
要
の
増
加
は
無
論
・

の
こ
と
で
す
が
、
従
来
と
は
異

な
っ
た
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
が

生
ま
れ
る
こ
と
も
期
待
さ
れ
ま

す
。
地
域
経
済
や
流
通
シ
ス
テ

ム
を
、
ど
の
よ
う
に
生
か
し
定

着
さ
せ
て
い
く
か
は
、
今
か
ら

市
民
全
体
で
十
分
研
究
・
協
議

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

⑤
地
域
資
源
・
施
設
と
の
連
帯

と
商
品
化

　
現
在
予
測
さ
れ
る
年
間
八
十

万
人
の
来
訪
者
に
何
度
も
足
を

運
ん
で
も
ら
う
た
め
に
は
、
リ

ゾ
ー
ト
地
内
で
整
備
さ
れ
る
施

設
だ
け
で
な
く
、
地
元
の
特
色

あ
る
施
設
や
観
光
資
源
に
期
待

す
る
と
こ
ろ
が
多
い
わ
け
で
す

の
で
、
わ
た
し
た
ち
の
ま
わ
り

の
文
化
・
物
産
・
名
勝
等
地
域

内
の
資
源
の
見
直
し
を
す
る
こ

と
も
必
要
で
す
。

　
リ
ゾ
ー
ト
は
開
発
区
域
だ
け

姿
が
変
わ
っ
て
も
、
そ
の
母
都

市
が
リ
ゾ
ー
ト
に
対
応
し
た
ま

ち
づ
く
り
を
し
な
け
れ
ば
、
大

き
な
成
果
が
得
ら
れ
ま
せ
ん
。

こ
の
事
業
を
契
機
に
、
十
日
町

市
全
体
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が

リ
ゾ
ー
ト
客
を
積
極
的
に
受
け

入
れ
る
環
境
づ
く
り
を
考
え
て

み
た
い
も
の
で
す
。
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平成2年度上半期の業務状況

　平成2年度上半期（平成2年4月1日～9月30日まで）

水道事業の業務状況をお知らせします。消費税相当分が

含まれています。

損益計算書（2年4月1日～9月30日）

支　　　出 収　　　入

科　目 金額（万円） 科　目 金額（万円）

営業費用 1億9，819 営業収益 3億2，251

営業外費用 1億1，552 営業外収益 1，021

※小　　計 3億1，371

上半期利益 1，901

合　計 3億3，272 合　計 3億3，272

貸借対照表（2年4月1日～9月30日）

資　　　産 負債および資本

科　目 金額（万円） 科　目 金額（万円）

固定資産 35億3，565 固定負債 1，167

流動資産 2億9，255流動負債 676

繰延勘定 2，546 資　本　金 36億8，790

剰　余　金 1億2，832

上半期利益 1，901

合　計 38億5，366 合　計 38億5，366

給水業務量の状況（2年4月1日～9月30日）

区　分 2年度 元年度
比　　較

増減 比率

給水栓数（栓） 8，804 8，733 71 100．8

配
水
量

総量（m・） 2，228，469 2，061，890 116，579 108．1

1日最大（m・） 13，976 13，474 502 103．7

1日平均（m・） 12，177 11，267 910 108．1

※水道の凍結にご注意ください。また、漏水などを発見

したら水道局維持係（盈内線242）へお知らせください。

利用しやすくなった各種融資

　新潟労信協（財団法人新潟県労働者信用基金協会）の信用

保証により、労働金庫からの融資が円滑に受けられます。

　保証条件が緩和され、更に利用されやすくなりました。

■対象者　〉勤労者（中小企業等に勤務する人）〉自営業

　者（従業員5人以下）

■保証料　無担保二不要（労金負担）、不動産担保二年0．

　16％（本人負担）

■問い合わせ　㈲新潟県労働者信用基金協会（智025－223

　－1386）または商工観光課（盈内線231）へ。

■無担保

種　　類 用　　　途 融資額 期　間 金利（年）

一般資金
車・物資購入・教育・冠

婚葬祭・レジャー資金等

500万円

以内
10年以内 12．60％

教育資金 教　　育　　資　　金
500万円

以内
10年以内 9．90％

リフォーム

資　　　金

増改築・修理・改装・門・塀

造園・車庫・物置等

500万円

以内
15年以内 10．30％

■不動産担保

種　　類 用　　　途 融資額 期間 固定金利型 変動金利型

住宅資金
新築・増改築・土

地・家屋購入

3，000万円

　以内
30年以内

年8．05％

～8．45％
年8．45％

フリー不動

産担保資金

住宅・物資購入・教育・冠

婚葬祭・レジャー資金等

3，000万円

　以内
30年以内

年9．05％

～9．45％
年9．45％

’90ボランテイア交流会
　　　　クリスマス・パーティー
■と　き　12月16日（日）午前11時30分～午後2時30分

■ところ　クロス10大ホール

■参加費　1，000円（幼児無料）を当日持参してください。

プレゼント交換を行いますので、一人300円のプレゼント

にメッセージを添えてください。

■申し込み　12月5日㈱までに市社会福祉協議会（市役所

内盈内線134）へ。アルコール類は用意しませんが、持ち

込むことはかまいません。

　　　　　　　観光協会創立10周年記念

第2回十目町市観光‡産品コンクール
　　市観光協会では、待望される当間高原リゾートや北越北線の平

　成8年開業など来たるべき観光新時代に備え、十日町らしさがあ

　り品質の優れた観光土産品の開発を進めるため、観光土産品コン

　クールを開きます。多数の応募をお待ちしています。

ロ部　門　　〔1部〕……菓子類、酒

類、そば等の食品

　〔2部〕……和装小物、工芸品等

食品以外のもの

※企業以外（個人・グループ等）

の応募も歓迎します。

ロ応募資格①十日町市・中魚沼郡

に所在地をもつ企業、または在住

する人　②第1回コンクールに入

賞した商品・試作品を除く。

ロ出晶料無料
ロ審査員　専門審査員一渡辺忠義

（新潟大和百貨店食品部第3課長）

一般審査員一関係団体から若干名

ロ審査基準①十日町らしいもの②

アイデア・着想③パッケージ④晶

質　※①～④を総合的に審査し、

試作品に関しては、商品化の可能

性についても審査対象とします。

ロ締め切り　平成3年1月18日轡

（搬入は応募者に直接連絡します）

ロ審査日　平成3年1月20日（日）予定

ロ発表平成3年1月下旬　入賞
者に直接連絡します。

ロその他　①審査は非公開②応募作

品は全て、専門審査員が講評・ア

　ドバイスを行い、結果を応募者に

お知らせします。

ロ問い合わせ　十日町市観光協会

　（本町6－1燈57－3345〉へ。

6



癒葬癒驚i霧緩澹峰饗聾遷藪；霧羅一暇3墾！露　望i　癒覇348　鰯薩瀧醒i露3－3鍛　羅霧露

轡甜鰻とう
　社会福祉事業へ一岡村建治（北新

田2・1，000円）関口文生（本町1下・

18，720円）羽鳥忠重（名ヶ山・2万

円…ベツド借用お礼）林豊子（寿町

4・3，000円）㈱拓越（本町7－1・

20万円）㈱拓越従業員一同（51，067

円）水沢地区体育協会（5，000円…文

化祭チヤリ、ティー）群馬県人会（代

表関口四郎・5，000円）㈱植木組十日

町豊親会（千歳町3・3，900円）勝又

薬局（昭和町3・1，426円）根津ヨリ

（若宮町・車いす1台…公民館へ）

　老人福祉センターへ一大渕スイ

（北原・1万円、小皿20枚）十日町

軽スポーツクラブ（6，000円）立正佼

成会中央支部（5，000円）土市旭老人

クラブ（4，300円）妻有老人クラブ

（3，000円）栄寿会、栄和会（2，000

円）老人ホーム妻有荘（1，400円）

　身体障害者福祉センターへ一市農

協（74，482円…農協祭チャリティー

募金）

　交通遺児等援助基金へ一11月15日

現在：10，171，852円　関口潔（加賀

糸屋町・21，400円）十日町高校定時

制生徒会（48，523円）

　特別養護老人ホーム「三好園」へ

一関口四郎（昭和町4・菓子120個）

阿部安平（北新田1・枕22個）山口

誠士（下条中央通り・サルスベリ）

丸山富士郎（南新田町3・菓子、あ

め詰合せ）池田幸治（桑原・野菜50

kg）村山繁男（高山4・紙おむつ）

大渕康雄（下条栄町・野菜15kg）む

つみ幼稚園（甘藷30kg）㈱第四銀行

十日町支店（チューリップ球根10（個）

　公民館へ一松村玲（本町1下）山

ロミツ（本町5）水口輝生（五軒新

田）

　博物館へ一蕪木賢治、山本豪平

（学校町1）池田サク（昭和町3）

池田清助（宮下町西）金子キク（袋

町東）池田良夫（尾崎）楯沢作平

（寿町2）柳まつ、村山ハツ、岡村ハ

ル、岡村スイ、岡村喜久栄、南雲フ

クイ（関根1）大久保健（新座4）

庭野恒治（中条旭町）霜垣弘文（麻

畑）柳善治（高田町3西）小山哲夫

（北鐙坂1）水落仁作（高島1）山

岸ナヲ（小泉3）尾身斉治郎（鉢2）

関口巧（水口）生越健治（栄町）中

町弘敏（仙之山）富井ミチ（水沢2）

宮沢忠男（小黒沢）渡辺道哉（川西

町）

東北電力が明るいまちづくりに

防犯灯を寄贈

謬

乾彬㎜5聯雌

　このたび東北電力㈱（石塚卓美十

日町営業所長）は、秋のサービス旬

間の一つとして防犯灯10基を市に寄

贈しました。

　春にも6基寄贈していただきまし

た。東北電力㈱からは毎年継続的に

防犯灯の寄贈を受け、明るいまちづ

くりに役立っています。

　　青色申告決算説明会
　十日町税務署では、平成2年分の青色申告決算説明会を

開きます。間違いのない正しい申告をするために、是非お

でかけください。

月　日 時間 青申会地区 会　　　場

12月3日（月）
10：00 川　　西　　町 川西町総合センター

13：30 協和・理容 十日町商工福祉会館

12月4日（幻

10：00 東 大井田コミュニティーセンター

10：00 下　　　　条 下　条　公　民　館

13：30 中　　　　条 中条公民館
13：30 飲食・美容 十日町商工福祉会館

10：00 津　南　町 津南町商工会
10：00 中　　　　央 十日町商工福祉会館

12月5日㈲
13：30 出機・撚糸・織物 十日町商工福祉会館

13：30 水　　　　沢 水　沢　商　工　会

12月6日休）

10：00 南 川　治　公　民　館

10：00 中　里　村 中里村総合センター

13：30 吉　　　　田 就業改善センター

12月7日㈹
10：00 市内会員外 十日町商工福祉会館

13：30 市内会員外 十日町商工福祉会館

　平成2年度　税に関する中学生の標語入選作品

関東信越国税局長佳作　　羽鳥明子さん（吉田中2年）

税金の犬切さ知って造ろう豊かな社会

固定資産税（土地・家屋）の

　　　申告・届出をお忘れなく
　土地の申告・家屋の届け出は平成3年1月10日休）まで

です。印鑑を持参のうえ、税務課においでください。

■土地の申告

　住宅の敷地に使っている土地は、事務所や店舗など住

宅以外の敷地に使っている土地に比べ、特例によって固

定資産税が軽減されるしくみになっています。平成2年

中に次のような異動があった人は、申告をしてください。

①これまで住宅の敷地でなかった土地に、住宅を新築ま

たは増築した人　②住宅を取り壊じた人、または事務所

や店舗など住宅以外のものに替えた人

■家屋の届け出

　未登記家屋で所有者などに異動のあった人、住宅や事

務所・店舗などの家屋を平成2年中に取り壊した人は、届

け出をしてください。なおすでに届け出が済んでいる人

は必要ありません。

■問い合わせ　税務課固定資産税係（盈内線111・112）へ。

税の相談はお気軽に
　所得税、贈与税、相続税などの税務相談、その他の苦

情相談、どんなことでもかまいません。お気軽にお出か

けください。

■と　き　12月21日（金）午前10時～午後3時

■ところ　十日町市役所

■担当関東信越国税局税務相談室相談官

■問い合わせ　十日町税務署（費52－3181）へ。
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灘幾灘麟纏籔灘一難麗簸饗難難灘雛鑛纏難鐵灘癒

貸
出
し
文
庫
を
ご
利
朋
く
だ
さ
い
｛
轟
罹
・
｝

通年貸出文庫（平成2年5月から）

地区名 町　名 配　本　所 電話番号

水　　沢
姿 姿分館（田中木工） 58－2246

土　　市 水　沢保　育　所 58－2103

川　治
塚原町 十日町保健所 57－2400

八　　箇 八　箇　保　育　園 57－0062

十日町

下川原町 西　保　　育　　所 57－0338

津　　池 津池分館（小林賢祐宅） 57－3608

美佐島 赤　倉小　学校 57－5705

中　条 北　　原 北　原　保　育　所 52－3339

下　条 漉　　野 東下組保育所 55－2119

吉　　田
山　　谷 藤　　巻　　功　　宅 52－3047

鉢 鉢　　保　　育　　園 52－5544

冬期貸出文庫（12月から翌年3月まで）

地区名 町　名 配　本　所 電話番号

水　　沢
新　　宮 村　山　千　玄　宅 58－2735

珠　　川 珠　　田　分　　校 58－3816

川　　治 北新田 樋　口　義一　宅 57－1078

中　条 四日町2 滝　沢　正　一　宅 57－0593

飛　渡

新　　水 飛渡第一小学校 59－2077

三ツ山 三　ツ　山　分校 59－2234

飛　　渡 飛渡第二小学校 59－2139

東枯木又 山　田　房　吉　宅 59－2323

西枯木又 春　川　善　七　宅 59－2216

吉　　田

鉢 真　田　小　学　校 52－4001

名ケ山 名ヶ山小学校 52－2928

高　　島 涌　井　哲　司　宅 57－4914

稲　　葉 丸　山　孝一　宅 57－1865

下　条

願　　入 願入冬季分校（水落満長宅〉 56－2147

上新田 堀　　　義一　宅 56－2765

漉　　野 東下組小学校 55－2532

高等職業訓練校生募集
　　　　県立新潟高等職業訓練校では、平成3

　　　年度訓練生を2次募集しています。

■募集科（期問）・定員　①NC機械科（2年）5人程度　②

電子機器科（1年）10人程度　③電気施設科（1年）10

人程度　④測量科（1年）10人程度

■応募資格　＞高等学校を卒業（来年3月卒業予定を含む）

または同等以上の学力が有る30歳以下の人　》矯正して

両眼の視力が0．4以上の人　》実技訓練に支障のない人

■願　書　用紙は最寄りの高等学校および職業安定所にあ

　ります。

■選　考　学科試験（国語1・数学1）および面接試験

■問い合わせ　新潟高等職業訓練校（新潟市鐙西1－11－

　1盈025－247－7361）へ。

海上保安庁職員募集
　　　　海上保安庁では、船艇職員と無線従事

　　　者を募集しています。

■採用予定者　〉船艇職員　①航海科約15人②機関科約25

人　》無線従事者約30人

■受付期間　12月14日働～25日（火》まで。

■受験資格　》船艇職員二昭和26年4月2日以降に生まれ

て、次の免許が有る人　①航海科5級海技士（航海）以

上　②機関科5級海技士（機関）以上　〉無線従事者＝

昭和26年4月2日以降に生まれて、次の①と②に該当す

　る人　①高等学校を卒業（来年3月卒業予定を含む）ま

たは同等の学歴がある人　②第2級総合無線通信士また

は第2級陸上無線技術士以上の免許がある人（来年3月

　までに取得見込みを含む）

■問い合わせ　第九管区海上保安本部総務部人事課（新潟

市万代2－2－1費025－244－4151　内線314）へ。

楽しρもうスポーツ・つくるう健廉 体育課（総合体育館内盈52－4377）

屋外体育施設閉場
　屋外体育施設は11月30日樹を

もって閉場します。なお、降雪

により閉場時期が早まることが

ありますので、ご了承ください。

⑱おもなスポーツ行事予定．

期日 行事　名 会　場 主催・主管

2（日）
平成2年度ジュニア

サッカー教室
総　　合

体育館
サッカー
協　　会

3～17
㈲

硬式テニス基本
講　　習　　会

総　　合

体育館
テニス
協　　会

4～
（火〉・休）

トレーニンク＆フィットネス

カウンセリング（後期）

総　　合

体育館
教　　育

委員会

16（日）
十日町選手権女子
シングルステニス大会

総　　合

体育館
テニス
協　　会

23（日）

中級者テニス
講　　習　　会

総　　合

体育館
テニス
協　　会

郡市中学校バスケット

ボールカーニバル大会

十日町高校

体育館
バスケット

ボール協会

ジュニアサッカー教室

■と　き　12月2日・9日・16日・

23日／1月13日・20日・27日／2

月3日・10日・24日／3月3日の

各日曜日で午前9時30分～正午

■ところ　総合体育館屋内運動場

■参加資格　小・中学生（男女は問

いません）

■参加費　1，000円（納入は随時）

■その他　各自ボール、シューズ（内

ばき・外ばき）、着替えを用意して

　ください。

■申し込み　11月30日㈹までに庭野

和浩（江道費57－8357）へ。ただ

　し、当日も受け付けします。

第1徊十日町新雪

ジョギツグマラソン大会

■と　き　平成3年1月2日㈱

　　　受付二午前8時30分

　　　開会式二午前10時

　　　スタートニ午前11時

■ところ　十日町中学校体育館

■コース　15km・10km・5km・3km

■参加費　一般：2，000円、高校生以

下：1，000円（申込時に納入）

■申し込み　12月10日（月）までに申込

用紙を総合体育館（西本町1）へ。

■問い合わせ　大久保善雄（新座1

費57－8638）へ。

12月体育施設無料開放日は22日（±）
■受付期問　12月1日dD～10日（月）

■抽選日（許可証交付）12月12日㈱

8
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相談コーナー
①交通事故相談　　12月3日（月）

②定例行政相談　　12月14日㈲

③巡回内職相談　　12月21日働

時間＝午前10時～午後3時

会場＝高齢者職業相談室（変更

　　することがあります。）

住宅セミナー
■と　き　12月1日dD午後1時～4

時30分

■ところ　東北電力㈱十日町営業所

■内　容　〈講演〉①講師二桑原宗

一郎氏（県建築士会中魚沼十日町

支部長）　演題「雪国に合った住

宅設計」②講師：吉田順雄氏（東

北電力㈱雪氷技術研究室主任研究

員）　演題「屋根雪融雪について」

〈見学会〉200Vクッキングルーム

見学

■参加費無料
■申し込み　参加を希望する人は、

東北電力㈱住宅セミナー事務局

　（盈52－3107）柳沢まで連絡くだ

さい。

9とおガ辞お平成2年11月25日

ヲ嚥蹴一既欝
⑪十日町観光情報　盈57－0500

雪まつりと冬のイベント情報

⑪妻有の民話　　　盈57－0300

12／3～9　鬼になった女

12／10～16　メイガの話

12／17～23殿様塚㊤

12／24～30殿様塚㊦

12／31～1／6しょうかんの神様

O妻有の歴史　　　a57－1000
一筆竜の愚禅和尚

⑪くらしのダイヤル盈025－285－7000

12／3～10　ゆで麺の試買テスト結

　　　　果から
12／10～17消費生活相談事例（濃

　　　　縮還元ジュースとは）

12／17～25エネルギーは地球のタ

　　　　カラ
12／25～1／7正月料理と健康

⑪健康テレホン　　費52－6015

　（夕方5時～翌朝8時30分）

月曜日　冬の運動不足

火曜日　肥満予防のための食事

水曜日　睡眠について

木曜日　便は健康のバロメーター

金～日曜日　あなたの歯は一生の

　　　　もの

研作業停電
東北電力㈱十日町営業所餐52－3107

■12月11日（火）午前10時～正午／

平・漉野の各一部　午後1時30分

～3時30分／北鐙坂3の一部

■12月14日㈹　午前9時30分～正午

／塚田の一部
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ゆ
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ゆずります・…・・

品　　名 規　格 希望価格

カメラ・ストロボ付 ミノルタ

アルファー7，000 相談で
“　　　　　一

フ　フ　ン　コ 〃

すべ　り　台 〃

自転車（奈重低学年）
16インチ 3，000円

学　　習　　机 木　製 20，000円

仏　　　　壇 無　　料

ゆずってください・・・…

バ　　イ　　ク 50cc 相談で
自転車（中学生用） 変速なし 〃

ベ　　ツ　　ド セミダブルか
ダブル

〃

水　　　　槽 90cm以上 〃

ベビーベット 〃

ミ　　シ　　ン 〃

ス　テ　レ　オ 30，000円位

自転車（女子） 22インチ 3，000円

ポータブルミシン 5，000円

ミ　キ　サー・ 無　　料

罐囎会獲得設資金

住宅金融公庫では、平成2年度第

3回個人住宅建設資金融資の受付を

行っています。

■受付期問　12月7日（金）まで。

■融資金利　5．5％～8．0％

■問い合わせ　住宅金融公庫北関東

支店（盈0272－32－6656）または最

寄りの住宅金融公庫業務取扱金融

機関へ。
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12月乳幼児健康診査嘆趨

事業名 期日 受付時間 対象児

3歳児健診
（灘鮮）

5日

依）

午後1時10分

～1時45分

62年6月
生まれの幼児

1歳6カ月児

健　　　診

4日
（火）

午後1時10分

～1時45分

元年6月
生まれの幼児

4カ月児健診

　ならびに

育児学級

12日

伽

、生鉱10＃1（△
l　l久⊥■可⊥）ノ」

～1時30分

り体O　口乙†0月
生まれの乳児

10カ月児
身体測定

13日

㈲

午前9時30分

～10時30分

2年2月
生まれの乳児

（餐犠罐）

会場は保健センターです

※1歳6カ月児、3歳児健診の幼児は歯科健診
　がありますから歯をきれいにみがいて来てく
　ださい。（3歳児健診は尿検査もあります）
※4カ月児健診に来られない人は、小児がん（神

経芽細胞腫）尿検査セットを保健衛生課に取
　｝）に来てください。

12月の健康相談
会　　場 ．期日 時　　　間

保健センター
3日・17日
の月曜日 午前9時～午後4時

中条公民館 7日㈹
吉田公民館

13日休）
午前9時～11時30分

吉田集会所 午後1時30分～4時

羽根川荘 14日㈹ 午前9時～午後4時

克雪センター 20日（荊 午後1時～4時

水沢公民館
21日㈹

午前9時～午後4時下条公民館

川治公民館 25日（火）

※血圧が心配、食事療法を知りたい、心に悩み
があるなどの方は、どうぞご相談を〃

※健康手帳をご持参ください。

廻鰯燃購簾騨．
2日（日）第二藤巻医院　（ノIl西町）智68－20／8

　　　上村病院（中里村）費63－2焔
9日（日）至誠堂医院　（西涌町東）智52－3276

　　　津南病院（津南町）智65－3／6／

16日（日）し」」□医院（下紳央通り）智55－2003

　　　古藤医院（津南町）費65－300／

23日（日）

24日（月）

29日出
30日（日）

31日（月）

中条病院（北　原）智57－30／8

山□医院（袋町中）費52－2／74

庭野医院（寿町4）智52－274／

池田医院（本町西／）費52－258窪

大島医院（川原町）費52－2957

鯵献血車鯵

40歳以上の男性が赤信号！

『胃がん検診』を
　　　　　　　受け付けます

　胃がんは、40歳以上で増加し、特に男性に多くみられます。働きざ

かりの男性が一番注意しなければならない恐ろしい病気です。症状の

ないうちに進行することが多く、手遅れになりがちですが、早く見つ

ければほとんど治ります。年に一度は胃の検査を受けましょう。

■検診日　12月3日、4日、5日、

　6日、17日の5日間

受付時間：午前10時～11時

■会　場　保健センター

■対象者　市内に住所のある40歳以

上の人。ただし、今年胃の検査を

受けた人や受ける予定のある人は

除きます。

■検診料　500円

■申し込み　受診前日までに保健衛

生課保健衛生係（盈57－3111内線

139）に電話で連絡してください。

　検診当日の受付で、問診票を記

　入していただきます。

鷲饗ii鰯き灘診嬢凝鍵難淺饒聾灘鍵慧．

①検診前日の夕食は、午後8時ま

でに済ませてください。

②当日は、食べ物・飲み物・たば

こ・薬・ガム等をとらないでくださ

い。

③上半身をぬぎやすいようにして

来てください。

　●ボタンのない肌着以外はぬぎ、

エレキバン等ははずしていただきま

す。また、ズボン・スカートもぬげ

るようにして来てください。

　④すでに胃の手術をした人は、医

療機関での検査をお勧めしますが、

医療機関で検査を受けていない人は、

この検査を受けてください。

　⑤現在治療中の人、胃の具合の悪

い人は医師に相談してください。

　⑥妊娠している人、しているかも

しれない人は、受診しないでくださ

いo

欝灘鱈講灘羅懸灘嬢診難穣護馨灘

寺　」％．1

　◎受付を済ませ

　　たら順番に検診
憾　車に入ります。

　まず、発泡剤

（胃をふくらま

せる薬）を飲み

ます。

漏．2

◎次に、バリウ

ムを飲みます。

できるだけ早く

飲みましょう。
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溺．3

　◎次に検診台に

　乗ります。

漏．4

を変えてレントゲ
ン写真を6枚撮り犠

ます。技師の指示に従ってください。

漏。5

　◎写真を撮り終ったら、たっぷ『）

の水で下剤を飲んで終わりです。

3日（月）総合庁舎

9日（日〉ライオン堂

　　受付時問：午前／0時～正午
　．響　　　　一一　　午後ノ1日寺～3日寺
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　　　10月の3歳児健診を受けた子41名

子
太
優
．
弥

の
良
腸
紘

噛
子
雲
橋

よ
金
南
高

　
　
　
　
　

　

所
晒
蟹

住
酊
袋
醐

　
（
　
（
　

（

保護者

芳　信

宗和
浩　司

子
子
輝
衣
也
帆
菜

智
理
一
結
龍
美
香

山
瑛

宮
田
岸
谷
木
崎
落

小
岡
峰
関
鈴
福
水

（新座2）
（中　　町）

（中　　町）

（川治内後）

（千歳町）

（千歳町）

（蟹　　沢）
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